
P
C
建
協
だ
よ
り

♯003
各
発
注
者
と
の

意
見
交
換
会
始
ま
る

　

７
月
2
日
の
内
閣
府
沖
縄
総
合
事
務
局

を
皮
切
り
に
全
国
８
国
土
交
通
省
地
方
整

備
局
と
北
海
道
開
発
局
の
合
計
10
の
発
注
者

と
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
８
月
末

ま
で
の
状
況
は
中
国
地
整
・
九
州
地
整
・
四

国
地
整
・
北
陸
地
整
・
中
部
地
整
の
６
か
所

が
終
了
し
て
い
ま
す
。
今
後
10
月
中
旬
に
か

け
て
残
り
の
３
地
方
整
備
局
お
よ
び
北
海
道

開
発
局
と
順
次
開
催
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

国
土
交
通
省
と
の
意
見
交
換
会
は
、
Ｐ

Ｃ
建
協
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
報
告
と
Ｐ

Ｃ
建
協
か
ら
の
提
案
を
行
い
、地
域
に
応
じ

て
内
容
を
変
え
て
行
っ
て
い
ま
す
が
、
概
ね

以
下
の
よ
う
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

P
C
建
協
か
ら
の
報
告

P
C
の
品
質
確
保
、既
存
ス
ト
ッ
ク
の
長
寿

命
化
に
向
け
て
の
取
り
組
み
、
広
報
活
動
、

教
育
現
場
へ
の
支
援
活
動
の
取
り
組
み
、技

能
労
働
者
の
適
正
賃
金
水
準
の
確
保
、
社

会
保
険
未
加
入
問
題
へ
の
対
応
等

P
C
建
協
か
ら
の
提
案

①
イ
ン
フ
ラ
長
寿
命
化
へ
の
対
応 

― 

Ｐ
Ｃ

の
専
門
技
術
力
を
効
果
的
に
活
用 
―

・ 

橋
梁
長
寿
命
化
対
策
に
P
C
建
協
が

加
わ
る
検
討
会
の
設
置
を
提
案

・ 

老
朽
化
し
た
鋼
橋
Ｒ
Ｃ
床
版
の
効
果

的
な
対
処
方
法
の
提
案 

― 

床
版
の
全

面
取
替
え
に
有
効
な
プ
レ
キ
ャ
ス
ト

Ｐ
Ｃ
床
版
の
活
用 

―

②
事
業
の
効
率
的
な
執
行
に
向
け
て 

― 

P
C

工
事
の
特
性
と
実
態
を
踏
ま
え
て 

―

・ 

多
様
化
す
る
入
札
制
度
へ
の
提
案

　

～
一
括
審
査
方
式
の
採
用
の
促
進
他

③
若
手
技
術
者
の
育
成 

― 

魅
力
的
な
職
場

づ
く
り 

―

・ 

専
任
補
助
者
制
度
を
活
用
す
る
た
め

の
提
案

・ 

若
手
技
術
者
の
育
成
促
進
の
た
め
に 

― 「
若
手
支
援
評
価
型（
仮
称
）」の
採

用
を 

― 

平
成
26
年
度
第
２
回

定
時
総
会
開
催
さ
れ
る

　

平
成
26
年
度
第
２
回
定
時
総
会
が
、
５

月
22
日（
木
）
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
私
学

会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
則
久

会
長
は
開
会
挨
拶
の
中
で
、
①
保
全
・
補
修

分
野
で
の
活
動
強
化
等
の
観
点
か
ら
本
部

組
織
を
見
直
し
、
新
た
に「
保
全
補
修
委
員

会
」
を
設
置
し
た
こ
と
。
②
本
部
・
支
部
の

一
体
と
な
っ
た
活
動
を
よ
り
積
極
的
に
推
進

す
る
観
点
か
ら「
本
部
・
支
部
連
携
事
業
」を

新
た
に
設
け
る
こ
と
に
よ
り
引
き
続
き
新
ビ

ジ
ョ
ン
２
０
１
１
の
施
策
の
推
進
を
図
る
こ

と
を
言
明
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
に
お
い
て
は
、

平
成
25
年
度
事
業
報
告
・
決
算
報
告
及
び

役
員
改
選
に
つ
い
て
、承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、
竹
村
公
太
郎
氏
に
よ
る

「
広
重
に
見
る
日
本
の
イ
ン
フ
ラ
」
と
題
す

る
特
別
講
演
に
お
い
て
は
１
５
０
名
近
い

会
員
が
熱
心
に
聴
講
し
、
そ
の
後
の
懇
親

会
に
お
い
て
も
、
国
土
交
通
省
足
立
技
監

を
始
め
、
総
勢
３
７
０
名
の
参
加
を
い
た

だ
き
、盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

竹村公太郎氏

第
4
回
業
務
報
告
会

開
催
さ
れ
る

　

７
月
17
日
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
ア
ー
ク
半

蔵
門
に
お
い
て
、
第
４
回
業
務
報
告
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
報
告
会
は
、「
会
員

各
社
の
共
益
の
確
保
」
を
目
的
と
し
て
、
協

会
活
動
の
成
果
を
会
員
全
体
に
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
す
る
た
め
、
実
施
し
て
い
る
も
の
で

す
。
昨
年
に
引
き
続
き
、
支
部
や
部
会
の

活
動
を
紹
介
す
る
ポ
ス
タ
ー
展
示
、
Ｐ
Ｃ

板
等
の
模
型
展
示
も
行
い
ま
し
た
。

 　

Ｐ
Ｃ
建
協
か
ら
は
、

①
Ｐ
Ｃ
橋
の
持
続
荷
重
の
影
響
評
価
手
法

　

に
関
す
る
共
同
研
究
委
員
会
報
告

②
従
来
タ
イ
プ
Ａ
支
承
の
継
続
利
用
に
関

　

す
る
取
り
組
み

③「
技
能
労
働
者
の
処
遇
等
に
関
す
る
連
絡

　

会
議
」活
動
報
告

④
東
北
支
部
Ｐ
Ｃ
橋
長
寿
命
化
委
員
会
報
告

の
４
件
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、一
般
社
団
法
人
橋
梁
調
査
会

の
大
石
龍
太
郎
審
議
役
か
ら
、
道
路
橋
の

劣
化
事
例
か
ら
最
新
の
点
検
技
術
の
紹
介

等
の
特
別
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
発
注
者
を
は
じ
め
会
員
企

業
、賛
助
会
員
企
業
を
含
め
、総
勢
1
7
2

名
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
報
告
・
特
別
講
演
と
も
参
加
者

か
ら
多
数
の
活
発
な
質
疑
応
答
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。

現
場
見
学
会
開
催

　

各
地
で
P
C
建
協
支
部
が
主
催
者
と

な
っ
て
大
学
、
高
専
の
学
生
を
対
象
に
し
た

現
場
見
学
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

う
ち
中
国
支
部
で
は
、
6
月
18
日
松
江
工

業
高
等
専
門
学
校
の
環
境
・
建
設
工
学
科

の
２
年
生
、
３
年
生
の
約
80
名
を
対
象
と

し
、現
場
見
学
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

見
学
会
は
現
場
へ
移
動
す
る
バ
ス
の
車

中
か
ら
始
ま
り
、
学
生
た
ち
に
Ｐ
Ｃ
技
術

に
つ
い
て
簡
単
な
座
学
を
行
い
、現
場
で
は

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
橋
面
ま
で
上
が
り
、
箱

桁
内
部
も
見
学
し
ま
し
た
。

　

学
生
か
ら
は
技
術
的
な
疑
問
は
も
と

よ
り
、
現
場
で
の
生
活
に
関
す
る
こ
と
等
、

様
々
な
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　

箱
桁
内
部
で
は
、
前
日
に
打
設
し
た
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
硬
化
熱
を
手
で
感
じ
、
Ｐ

Ｃ
ケ
ー
ブ
ル
の
緊
張
作
業
が
間
近
に
見
ら

れ
る
箇
所
も
あ
り
、
貴
重
な
体
験
に
な
っ

た
よ
う
で
す
。

大石龍太郎審議役

支部名 開催日 現場名 対象者

東北 平成26年7月23日 多賀城地区上部工工事
高崎地区PC上部工工事

東北学院大学 工学部
環境工学科3年生 109名

関東
平成26年4月26日 SMCコンクリート㈱ 関東工場 日本大学 理工学部 土木工学科 14名

平成26年7月22日 桶川第二高架橋 日本大学 理工学部 土木工学科 9名

北陸
平成26年5月20日 永平寺大野道路 松岡高架橋 福井工業大学

建築生活環境学科3年生 16名

平成26年8月6日 城山高架橋（その1～３） 金沢大学
理工学域デザイン学類３年生 90名

中部 平成26年5月10日 新東雲橋、本線１号橋 岐阜大学 工学部
社会基盤工学科 24名

中国 平成26年6月18日 多岐朝道路口田儀 第１高架橋 松江工業高等専門学校
環境・建設工学科２・３年生 80名

現場見学会開催状況【実施済み】
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Column

たいふう

昔の人たちは台風を何と呼んでいたか？

　『源氏物語』や『枕草子』の台風の場面に「野分（のわ
き）」が使われているので、この言葉だと思っている人が多
いのではないでしょうか。
　明治の初めまで、台風をあらわす日常用語としては「大
風（おほかぜ）」が一般的で、これを音読みした「大風（たい
ふう）」も使われていました。明治時代の理科学書や手紙
の文例集に「野分」は見あたらず、この頃には和歌や俳句
の世界の言葉になっていたようです。
　明治22年に発行された『言海』には「野分：〔野草ヲ吹キ
分クル意〕冬秋ノ際ニ吹ク疾風（ハヤチ）ノ名。暴風」とあ
り、「木枯らし」を意味しているようにも思えます。そもそ
も、明治の人たちは低気圧の知識がありませんので、単に、
風が強いという現象だけを見ているわけで、台風で野が
荒れるのも、木枯らしで野が荒れるのも、同じだと思って
いたのではないでしょうか。
　明治時代の航海術の解説書や理科学書には、「颶風（ぐ
ふう）」が多く用いられています。他に「大風」「回旋暴風」

「旋風」「サイクロン」などの名称も使われており、気象学
の急激な進歩に当時の日本語が追いつかなかった様子が
うかがえます。この颶風jufengは中国の言葉で、４方向
から吹く風を意味しています。5世紀ころの記録にも載っ
ており、中国では古くから台風を表す言葉として使われて
いました。
　明治 30年代に中央気象台（現在の気象庁）の岡田武
松台長が「颱風（たいふう）」という言葉を使い始めてから、
徐々に気象関係者の間で広まりました。この言葉を用い
たのは、混乱していた気象用語の統一を図る意図があっ

たと思われます。しかし、この言葉はなかなか普及せず、
一般に使われるようになったのは、昭和 9年の室戸台風
の後、マスコミで颱風と報じられるようになってからです。
その後、昭和21年に当用漢字が制定され、旧字体の「颱」
が廃止され、現在のように「台風（たいふう）」と表記される
ようになりました。
　颱風taifengは、17世紀末から福建省や台湾で使われ
るようになった言葉です。英語や中国語に音の似た言葉
があったことから、颱風は「英語のtyphoon」「中国の大風」

「台湾方言の風篩」から来た言葉といった様々な説を呼
び起こすことになりました。
　勢力の強い熱帯低気圧の呼び名は地域によって異なっ
ており、北西太平洋や南シナ海ではtyphoon、北大西洋
ではhurricane、インド洋ではcycloneと呼んでいます。
hurricaneはカリブ海の一本足の嵐の神ウラカンが語源、
cycloneは英国の気象学者がギリシャ語の蛇から造った
言葉です。
　英語のtyphoonは2種類の異なる東洋の言葉から誕
生しています。
　一つは、インド洋の航海記などで使用されるように
なったもので、ウルドゥー語（ペルシャ語・アラビア語）で
暴風雨・熱帯低気圧・竜巻を表すtufan から来ています。
1588年にTouff onとして最初に紹介され、これが次第に
変化してtyphoonになりました。tufanはアラビア語の
tafa（回転）から来た言葉で、ギリシャ語のTyphon（100
の頭を持ち炎を吐くギリシャ神話の怪物）とも関係してい
るのではないかと考えられています。
　もう一つは、東シナ海の航海記などにあり、この地域で
使われていたtai fungを紹介したものです。tai fungは
広東方言でta（大きい）feng（風）を意味しており、1699
年に最初に紹介されたときはTuff oonと綴られていました。
　宋・元・明の時代には中国とイスラム世界との交易が盛
んで、当時、世界最大級の港であった福建省の泉州を中心
に、多くのイスラム商人がやって来て、定住した人も多かっ
たようです。交易が盛んだった時代、ひとつの船に様々な
国の人たちが乗る機会は多く、さらに、国境を意識しない
海上生活者や海運関係者が多くいました。そのような交
易に従事していた人たちが使っていた言葉が、ウルドゥー
語のtufanや広東方言の大風tai fungになり、少し時代を
置いて、颱風taifengになったのではないでしょうか。

室戸台風の記事見出しは「颶風」（大阪朝日新聞）

気象予報士 （株）富士ピー・エス顧問　松嶋 憲昭

て
、
ゴ
ム
ひ
も
と

ボ
タ
ン
を
Ｐ
Ｃ
鋼

材
と
定
着
具
に
見

立
て
た
雄
物
大
橋

の
約
60
分
の
１
ス

ケ
ー
ル
の「
ミ
ニ

チ
ュ
ア
模
型
」
を

製
作
し
ま
し
た
。

　

帰
り
際
に
は
、

「
夏
休
み
の
い
い

思
い
出
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。」
と
い
う
元
気
な
声
が
あ

ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
聞
こ
え
ま
し
た
。
主

催
者
か
ら
は
、
未
来
を
担
う
子
供
た
ち
に

土
木
の
魅
力
を
少
し
は
伝
え
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
は
な
い
か
、私
た
ち
に
と
っ
て
も
、

子
供
た
ち
の
笑
顔
に
癒
さ
れ
る
素
敵
な

見
学
会
と
な
り
ま
し
た
と
の
感
想
が
あ

り
ま
し
た
。

　
Ｐ
Ｃ
工
事
技
能
者
講
習
会

　

Ｐ
Ｃ
技
能
力
向
上
と
次
世
代
へ
の
継
承

を
目
的
と
し
た
Ｐ
Ｃ
工
事
技
能
実
習（
第

４
回
）が
７
月
８
日
か
ら
７
月
11
日
ま
で
の

4
日
間
、
静
岡
県
富
士
宮
市
の
富
士
教
育

訓
練
セ
ン
タ
ー
で
、
計
29
名
が
参
加
し
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

実
習
は
緊
張
工
、
Ｐ
Ｃ
グ
ラ
ウ
ト
工
と

測
量
工
の
基
本
的
知
識
に
つ
い
て
行
わ
れ
ま

し
た
。
受
講
者
に
と
っ
て
は
、Ｐ
Ｃ
鋼
材
の

破
断
状
況
の
確
認
や
デ
ィ
テ
ン
シ
ョ
ニ
ン
グ

実
習
、Ｐ
Ｃ
グ
ラ
ウ
ト
実
物
大
試
験
体
へ
の

注
入
実
習
な
ど
貴
重
な
経
験
を
積
む
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

親
子
現
場
ツ
ア
ー
の
開
催

　
「
夏
休
み
特
別
企
画
！
今
し
か
見
ら
れ

な
い
！
巨
大
構
造
物
の
内
側
大
公
開
」
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
８
月
９
日
、
国
道
７

号
線「
雄
物
大
橋（
Ｌ
＝
３
９
４
ｍ
、Ｐ
Ｃ

６
径
間
連
続
箱
桁
橋
、
張
出
し
架
設
）」で

現
場
見
学
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
主
催
は

発
注
者
の
東
北
地
整
秋
田
河
川
国
道
事

務
所
と
施
工
者
の
㈱
日
本
ピ
ー
エ
ス
、
後

援
は
土
木
学
会
東
北
支
部
と
Ｐ
Ｃ
建
協

東
北
支
部
で
す
。

　

今
回
の
見
学
会
は
、
子
供
た
ち
に
普
段

は
入
れ
な
い
施
工
中
の
橋
の
内
側
を
見
て

も
ら
い
、
土
木
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
に
、
現
場
近
隣
の
日
新
小
学
校
、

勝
平
小
学
校
５
、６
年
生
の
親
子
14
組
32

人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
ま
ず
、
対
面
の
作
業
車
へ

仮
橋
を
渡
っ
て
移
り
、
箱
桁
内
を
見
学
し

ま
し
た
。
日
新
小
６
年
生
の
男
子
児
童

は「
橋
の
中
が
こ
ん
な
ふ
う
に
な
っ
て
い
る

な
ん
て
知
ら
な
か
っ
た
。」
と
驚
い
た
様
子

で
し
た
。
普
段
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
箱

桁
内
部
や
建
設
設
備
、Ｐ
Ｃ
鋼
材
な
ど
を

記
録
に
残
そ
う
と
多
く
の
参
加
者
が
カ

メ
ラ
を
構
え
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
現
場
事
務
所
に
戻
り
、
Ｐ
Ｃ

建
協
東
北
支
部
の
委
員
に
よ
る
「
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
橋
」の
説
明
の
後
は
、実
践
と
し
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